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三
井
文
庫
の
前
身
で
あ
る

「
三
井
家
編
纂
室
」
が
設
立

さ
れ
た
の
は
今
か
ら
一
一
〇

年
余
り
昔
の
明
治
中
期
。
由

井
文
庫
長
は
当
時
、
三
井
に

は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
膨
大

な
経
営
史
料
を
ま
と
め
る
専

門
の
編
纂
室
が
必
要
で
あ
っ

た
と
指
摘
す
る
。

由
井

「
三
井
の
歴
史
で

驚
く
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
経

営
史
料
の
保
存
量
の
多
さ
。

当
財
団
の
史
料
は
一
七
世
紀

半
ば
以
降
の
三
井
家
事
業
に

関
す
る
古
文
書
、
古
記
録
類

や
明
治
以
降
の
三
井
系
企
業

の
経
営
史
料
を
含
め
、
総
数

は
約
一
〇
万
点
に
の
ぼ
る
。

さ
ら
に
茶
道
具
を
中
心
と
す

る
美
術
品
も
あ
り
、
歴
史
と

文
化
を
重
ん
じ
た
三
井
家
の

家
風
が
窺
え
る
。

火
事
や
地
震
も
あ
っ
た
中

で
「
後
世
に
伝
え
る
」
と
い

う
強
い
意
志
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ら
は
決
し
て
残
ら
な
か

っ
た
。
江
戸
時
代
の
三
井
で

は
、
様
々
な
帳
簿
や
文
書
類

を
管
理
す
る
帳
面
が
作
ら

れ
、
き
ち
ん
と
保
管
さ
れ
て

い
る
か
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
た
。明
治
維
新
後
、

近
代
的
な
事
業
基
盤
と
管
理

体
制
を
構
築
す
る
ま
で
に

は
、
三
井
も
か
な
り
の
年
月

を
要
し
た
が
、
そ
の
集
約
点

と
も
言
え
る
三
井
合
名
会
社

設
立
（
一
九
〇
九
年
）
に
先

立
ち
、
三
井
家
編
纂
室
を
設

置
（
一
九
〇
三
年
）
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
三
井
の
歴
史

と
情
報
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
を
物
語
っ
て
い
る
」

史
料
の
研
究
が
進
む
三
井

文
庫
で
は
こ
れ
ま
で
数
々
の

刊
行
物
を
発
行
。
経
営
史
研

究
に
お
け
る
業
績
は
日
仏
経

営
史
会
議
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

由
井

「
財
団
法
人
設
立

後
の
実
績
の
一
つ
は
『
三
井

事
業
史
』（
全
一
〇
冊
）
を
刊

行
し
た
こ
と
で
、
そ
の
完
結

（
二
〇
〇
一
年
）
は
、
就
任

最
初
の
大
仕
事
で
あ
っ
た
。

史
料
、文
化
財
の
保
管
、調

査
お
よ
び
公
開
の
業
務
の
ほ

か
、
当
財
団
の
研
究
成
果
の

発
表
と
し
て
、『
三
井
文
庫
論

叢
』
『
三
井
美
術
文
化
史
論

集
』な
ど
も
発
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
三
年
に
翻

刻
出
版
し
た
『
三
井
文
庫
史

料
叢
書

大
坂
両
替
店
「
聞

書
」
１
』
は
江
戸
時
代
に
三

井
が
行
っ
た
独
自
の
情
報
収

集
の
記
録
集
成
で
、
当
時
の

三
井
は
有
能
な
店
員
を
使
っ

て
幕
府
・
諸
藩
の
動
向
や
商

業
・
世
相
・
犯
罪
な
ど
の
情

報
を
集
め
『
聞
書
』
し
て
い

た
。

三
井
に
お
け
る
情
報
利
用

の
徹
底
性
は
後
に
幕
末
維
新

を
乗
り
越
え
る
原
動
力
と
も

な
り
、
人
材
と
と
も
に
、
情

報
も
最
重
視
し
て
き
た
の
が

三
井
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
近
年
は
経
営
史
の

国
際
比
較
論
の
関
心
も
高
ま

り
、
日
仏
経
営
史
会
議
の
報

告
書
が
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ

こ
で
は
三
井
越
後
屋
が
世
界

的
に
見
て
も
小
売
業
の
最
先

端
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
日
仏
の
デ
パ
ー
ト
を
比

較
す
る
議
論
も
深
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
三
井
文
庫
な

ら
で
は
の
成
果
を
今
後
も
増

や
し
て
い
き
た
い
」

三
井
家
伝
来
の
美
術
品
を

展
示
し
て
い
た
三
井
文
庫
の

文
化
史
研
究
部
門
は
、
東
京

・
中
野
の
三
井
文
庫
別
館
か

ら
日
本
橋
に
移
転
。
三
井
記

念
美
術
館
と
し
て
開
館
し
、

多
様
な
展
覧
会
で
、
訪
れ
る

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

由
井

「
三
井
記
念
美
術

館
が
三
井
グ
ル
ー
プ
各
社
の

支
援
の
下
、
今
秋
、
一
〇
年

目
を
迎
え
る
の
は
感
無
量
。

美
術
館
の
開
設
に
至
る
ま
で

に
は
様
々
な
議
論
が
あ
っ
た

が
、
協
力
し
て
頂
い
た
三
井

家
及
び
三
井
グ
ル
ー
プ
各
社

の
思
い
が
実
を
結
ん
だ
。

開
館
前
は
『
来
館
者
は
年

間
一
〇
万
人
が
精
一
杯
』
と

も
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
日

本
橋
の
賑
わ
い
と
と
も
に
、

現
在
で
は
最
大
で
年
間
一
五

万
人
も
の
人
が
訪
れ
る
美
術

館
に
ま
で
な
っ
た
。

三
井
の
拠
点
で
あ
る
日
本

橋
に
三
井
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

私
立
美
術
館
が
あ
る
こ
と
は

グ
ル
ー
プ
の
認
知
度
や
イ
メ

ー
ジ
向
上
に
も
繋
が
る
。

今
年
は
一
連
の
記
念
特
別

展
を
開
催
す
る
。
そ
の
う
ち

「
日
本
屈
指
の
経
営
史
料
が

語
る

三
井
三
五
〇
年
の
歴

史
」
（
五
月
一
四
日
～
六
月

一
〇
日
）
で
は
初
公
開
も
含

め
、
当
財
団
が
所
蔵
す
る
経

営
史
料
を
初
め
て
大
規
模
に

展
示
す
る
の
で
是
非
、
グ
ル

ー
プ
の
方
に
も
ご
覧
頂
き
た

い
」近

年
の
公
益
法
人
制
度
改

革
で
は
、
公
益
財
団
法
人
に

認
定
。
三
井
文
庫
の
各
事
業

は
三
井
の
枠
を
超
え
、
公
益

性
の
高
い
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

由
井

「
当
財
団
は
平
成

二
二
年
、
内
閣
府
か
ら
『
公

益
財
団
法
人
』に
認
定
さ
れ
、

新
た
な
歩
み
を
始
め
た
。
類

似
の
機
関
の
中
で
は
、
い
ち

早
く
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
経
済
史
・
経
営
史

分
野
と
文
化
史
・
美
術
館
分

野
で
の
長
年
の
公
益
性
の
高

い
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
の

活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
た
わ

け
で
、
喜
ば
し
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
化

に
よ
り
、
時
代
が
急
速
に
進

展
す
る
中
に
あ
っ
て
、
三
井

の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
や

グ
ル
ー
プ
で
育
ま
れ
た
日
本

文
化
の
粋
を
見
つ
め
直
す
こ

と
の
意
義
は
ま
す
ま
す
重
み

を
増
し
て
く
る
。

こ
れ
か
ら
も
三
井
グ
ル
ー

プ
各
社
の
支
援
の
下
、
史
料

の
調
査
・
収
集
・
保
存
・
公

開
・
研
究
と
い
っ
た
地
道
な

活
動
を
続
け
、
長
年
に
わ
た

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
三
井

の
歴
史
と
文
化
を
内
外
に
広

め
て
い
き
た
い
」

今
年
、
三
井
グ
ル
ー
プ
各
社
が
支
援
す
る
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
が
財
団
設
立
五

〇
周
年
、
三
井
記
念
美
術
館
が
開
館
一
〇
周
年
を
迎
え
る
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
三
井

の
経
営
史
料
や
三
井
家
が
収
集
し
た
美
術
品
な
ど
の
収
集
・
保
存
・
公
開
・
展
示
・
研

究
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
。
三
五
〇
年
に
も
及
ぶ
三
井
の
歴
史
と
文
化
は

現
在
の
グ
ル
ー
プ
に
何
を
物
語
る
の
か
。
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
三
井
文
庫
・

由
井
常
彦
文
庫
長
と
三
井
記
念
美
術
館
・
清
水
眞
澄
館
長
に
話
を
聞
い
た
。

由
井

常
彦
氏
略
歴

東
京
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研

究
科
経
済
史
学
博
士
課
程
修
了
。
専
攻
は
日
本
経
営
史
・

経
済
史
。
明
治
大
学
名
誉
教
授
、
文
部
省
大
学
設
置
審
議

会
専
門
委
員
、
日
本
学
術
会
議
会
員
、
日
本
経
営
史
研
究

所
理
事
会
長
な
ど
を
歴
任
。
一
九
九
九
年
三
井
文
庫
理
事

館
長
、二
〇
〇
一
年
同
常
務
理
事
館
長
、二
〇
〇
五
年
同
常

務
理
事
・
文
庫
長
に
就
任
し
、現
在
に
至
る
。

三
井
記
念
美
術
館
の
開
館

と
と
も
に
就
任
し
た
清
水
館

長
。
成
城
大
学
学
長
な
ど
の

要
職
を
務
め
た
ほ
か
、
三
井

文
庫
で
は
長
年
、
評
議
員
を

担
当
。
三
井
文
庫
別
館
の
開

設
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

清
水

「
開
館
一
〇
年
を

前
に
当
館
を
支
え
て
下
さ
る

三
井
各
社
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。就
任
時
は
ま
ず
、日
本
橋

に
開
館
す
る
美
術
館
の
意
味

と
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
し
た
。

三
井
文
庫
が
所
蔵
す
る
東
洋

・
日
本
の
美
術
品
は
第
一
級

の
作
品
が
揃
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
都
心
の
好
立
地
も
生

か
し
、
外
国
人
や
日
本
人
が

東
洋
美
術
の
造
形
感
覚
や
心

を
見
出
せ
る
場
所
に
し
た
い

と
考
え
た
。
近
代
建
築
と
現

代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
溢
れ
る

街
並
み
か
ら
一
歩
足
を
踏
み

込
め
ば
、
東
洋
美
術
が
味
わ

え
る
。こ
の
意
味
は
大
き
い
。

日
本
に
は
、
訪
日
し
た
観

光
客
が
必
ず
訪
れ
た
く
な
る

よ
う
な
海
外
の
例
え
ば
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
や
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
に
匹
敵
す
る
美

術
館
が
な
い
。
大
げ
さ
に
言

え
ば
、
日
本
を
代
表
す
る
よ

う
な
美
術
館
に
す
る
意
気
込

み
で
臨
ん
だ
」

展
示
を
通
じ
、
公
益
性
も

担
う
三
井
記
念
美
術
館
。
清

水
館
長
は
美
術
館
の
使
命
に

は
見
え
る
部
分
と
見
え
な
い

部
分
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

清
水

「
美
術
館
の
使
命

は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
美
術
品
の
展
示
・
教
育
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
あ
り
、
直

接
社
会
と
接
し
て
い
る
、
外

か
ら
見
え
る
部
分
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
保
存
・
研
究
な

ど
外
か
ら
は
見
え
な
い
部

分
。
美
術
館
は
数
値
で
表
せ

な
い
、
こ
の
見
え
な
い
部
分

が
重
要
で
あ
る
。
多
く
の

方
々
に
鑑
賞
頂
く
と
と
も

に
、
所
蔵
品
を
安
全
に
管
理

し
、
後
世
に
伝
え
る
役
割
を

担
う
。
三
井
家
に
伝
わ
る

品
々
は
、
ど
れ
も
保
存
状
態

が
と
て
も
良
く
、
三
井
家
の

庇
護
の
下
、
関
東
大
震
災
や

空
襲
を
乗
り
越
え
た
貴
重
な

も
の
ば
か
り
。
見
え
に
く
い

部
分
で
は
あ
る
が
、
所
蔵
品

の
保
存
に
も
万
全
を
期
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
展
示
も
教
育
も
十
分

に
研
究
し
な
い
ま
ま
に
作
品

の
解
説
を
す
る
こ
と
は
誤
っ

た
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
研
究
は
美
術
館

に
と
っ
て
重
要
な
責
務
。
当

館
は
開
館
当
初
か
ら
研
究
を

重
視
し
、
そ
の
成
果
を
研
究

誌
に
掲
載
し
て
き
た
。
見
え

る
部
分
と
見
え
な
い
部
分
、

こ
の
二
つ
は
車
の
両
輪
で
あ

り
、
こ
の
使
命
を
全
う
し
て

こ
そ
、
美
術
館
と
し
て
本
当

の
役
割
を
果
た
す
」

昨
秋
は
来
館
一
五
〇
万
人

を
記
録
。
三
井
家
ゆ
か
り
の

所
蔵
品
の
み
な
ら
ず
、
定
期

的
に
所
蔵
品
以
外
の
「
特
別

展
」
も
実
施
し
て
、
展
覧
会

の
質
を
高
め
て
い
る
。

清
水

「
当
館
の
所
蔵
品

は
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含

め
、
茶
道
具
、
調
度
品
、
刀

剣
、
能
面
、
雛
飾
り
な
ど
が

揃
っ
て
い
る
。
私
立
美
術
館

と
し
て
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
色
々

な
切
り
口
の
テ
ー
マ
で
展
示

し
て
き
た
。
当
初
は
所
蔵
品

の
み
で
展
示
を
続
け
る
意
見

も
あ
っ
た
が
、
「
三
年
で
あ

き
ら
れ
て
し
ま
う
」と
考
え
、

二
年
目
か
ら
は
他
の
美
術
館

な
ど
か
ら
名
品
を
借
用
し
て

行
う「
特
別
展
」も
始
め
た
。

現
在
は
通
年
で
五
～
六
展
覧

会
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
二
～
三
本
を「
特
別
展
」

と
し
て
い
る
。

開
館
か
ら
昨
年
ま
で
、
五

〇
展
近
い
展
覧
会
を
行
い
、

知
名
度
の
高
ま
り
に
手
応
え

を
感
じ
る
。昨
秋
、一
五
〇
万

人
目
の
来
館
者
を
迎
え
た
。

九
年
目
で
一
五
〇
万
人
は
早

い
ペ
ー
ス
。
当
館
は
一
時
、

来
館
者
が
減
少
傾
向
の
時
期

も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
右
肩

上
が
り
の
伸
び
を
示
し
、
年

間
一
三
万
～
一
四
万
人
で
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。

経
済
的
な
理
由
も
あ
り
、

美
術
館
は
入
館
者
数
を
重
視

す
る
が
、
展
覧
会
は
質
も
重

要
。
昨
秋
開
催
し
た
足
利
将

軍
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
集

め
た
「
東
山
御
物
の
美
」
は

爆
発
的
に
入
館
者
が
増
え
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
先

数
年
間
は
ど
の
美
術
館
で
も

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
特
別

展
。
専
門
家
や
海
外
か
ら
の

来
館
も
多
く
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
行
幸
啓
も
賜
っ
た
。

展
覧
会
の
質
を
落
と
さ
ず

に
、
一
度
は
減
少
し
た
来
館

者
数
を
呼
び
戻
し
た
こ
と
は

と
て
も
喜
ば
し
い
」

今
年
は
「
記
念
特
別
展
」

を
実
施
、
三
井
の
歴
史
と
文

化
を
知
る
貴
重
な
特
別
展
と

し
て
、
三
井
関
係
者
の
来
館

も
さ
ら
に
呼
び
か
け
る
。

清
水

「
三
井
家
や
三
井

財
閥
は
財
力
だ
け
で
な
く
、

世
界
に
誇
る
文
化
力
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
美
術
品
の
鑑
賞

を
通
じ
て
、
三
井
で
働
く

方
々
に
知
っ
て
頂
き
た
い
。

自
社
が
支
援
し
て
い
る
美
術

館
に
は
ど
の
よ
う
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
、ま
た
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
は
企
業
グ

ル
ー
プ
の
歴
史
と
文
化
を
知

る
こ
と
に
も
繋
が
る
。

今
年
は
三
井
文
庫
開
設
五

〇
周
年
、
当
館
開
館
一
〇
周

年
を
記
念
し
、
春
・
秋
に
記

念
特
別
展
を
開
催
、
春
は
前

後
期
に
分
け
て
前
期
は
三
井

家
の
茶
道
具
を
、
後
期
は
三

井
文
庫
が
所
蔵
す
る
経
営
史

料
な
ど
を
展
示
す
る
。
経
営

史
料
の
展
示
は
当
館
と
し
て

は
初
の
試
み
で
、
美
術
品
と

は
別
の
意
味
が
あ
る
。
三
井

家
、
三
井
財
閥
、
そ
し
て
三

井
グ
ル
ー
プ
に
至
る
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
三
井

グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
た
割

引
優
待
も
行
う
。

秋
は
か
つ
て
三
井
家
が
所

蔵
し
、
現
在
そ
の
手
を
離
れ

て
い
る
美
術
品
も
集
め
た
名

品
展
を
開
催
す
る
の
で
、
こ

ち
ら
も
是
非
ご
覧
頂
き
た

い
。
今
後
も
三
井
各
社
の
ご

支
援
に
応
え
る
こ
と
の
で
き

る
質
の
高
い
展
示
、教
育
、保

存
、
研
究
活
動
を
続
け
、
三

井
系
の
社
員
の
皆
様
が
グ
ル

ー
プ
の
美
術
館
と
し
て
内
外

に
誇
れ
る
運
営
を
目
指
す
」

清
水

眞
澄
氏
略
歴

東
北
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋

芸
術
史
卒
。
専
門
は
仏
像
美
術
史
。
成
城
大
学
学
長
、
文

化
庁
文
化
審
議
会
専
門
委
員
、
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術

館
・
博
物
館
評
価
委
員
な
ど
を
歴
任
。
三
井
記
念
美
術
館

の
開
館
に
伴
い
初
代
館
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

三三
井井
のの
歴歴
史史
とと
文文
化化
をを
後後
世世
へへ

日日
本本
屈屈
指指
のの
三三
井井
のの
経経
営営
史史
料料

２０１５年新春特別インタビュー
財団法人三井文庫設立５０周年�由井常彦文庫長

三井記念美術館開館１０周年�清水眞澄館長
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